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発刊 ことば

長崎県考古学発祥の地である有喜貝塚は，大正14年に京都帝図大学の浜田耕作博

士により調査がなされ，磨史的。学術的に重要な位置を占めている遺跡です。

この貝塚は橘湾に臨む台地上にあり，天草灘を介して遠〈鹿児島などの諸邑と

流した形跡を示す土器などが発見されています。海を媒介とした交流の範囲は私た

ちの想像を超えるほど広く，壱岐・対馬から朝鮮半島に立でその痕跡を追うことが

できます。

これらの出土品を見るとき，海原に舟を漕ぎ出し，山野を跳梁した人びとの姿が

初彿とします。

者古資料は，物をして往時の生活の在り方，他地域との交流の状況，文化の発展

過程を知るための貴重な遺物であり，これらを包蔵する遺跡は更こ重要なものです。

これら璽要な遺跡を後世に残し伝えることは私たちに課せられた大事な責務と考こ

ております。

本報告は，昭和58年度に「六本松地区急傾斜地崩懐対策工事」に伴い，

を実施し，出土した遣物のうち未報告分であった動物遺存体に関する報告であり，

本報告で有喜貝塚に関する報告か完結を見ました。

報告書作成にあたりましては，同定 c 分析から原稿作成までの任に当っていただ

ぎました名古屋大学 渡辺誠先生をはじめ，研究室の皆さまに衷心より厚〈お孔申

し上げます。

本報告書が，文化財保護の一助となり，諫早の歴史を陪明する先鞭となれは，望

外の喜びとするところであります。

昭和63年 6月1日

諫早市教育長 西原英
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動物遣存体に
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名古屋大学文学部助教授 渡辺誠先生にその任に

ついての玉稿を賜わった。

ものを除いて，

よるものである。

第 2図（読文報第 5集より
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4。本書の編集は秀島が行った。
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諫早市有喜貝塚の動物遺体

1。はじめに

天草灘に連なる橘湾に臨む本貝塚は，古く大正14年に浜田耕作氏等によって発掘され，全国

的にも著名な縄文時代の貝塚である（浜田他1925a・b)。そして昭和57年に至り急傾斜地崩壊対

策事業に関連して，諒早市教育委員会によって第 2回目の発掘調査が実施さ礼た。その報告書

もすでに刊行されている（秀島他1984)。貝塚を特徴づける動物遺体については，貝類について

のみそのなかで山本愛三氏によって詳細に報告されている。今同筆者に調査の機会を与えられ

たのは，その貝類を除いた動物遺体についてである。

それらの資料は，貝層などからの発掘資料(A)と＂ブロソク尋サンプリング資料 (B)とに大

別される。そしてそれらの地区。層位と，含まれる遺物名との関係は，第 1表に示すとおりで

ある。

またそれらの所属時期は，報告書によれば縄文時代後期前葉と同中葉S および両者と中期を

も含む攪乱層とに区分される。それらと資料番号との関係は，次のとおりである。

後期前葉 11-14, 18, 19, 26-30, 32。

後期中葉 16, 17, 31. 

乱層 l-10, 15, 20-25, 33心

それらより検出された動物遺体の種名は，第 2表に示すとおりである。主体をなすのは哺乳

類と魚類である。次にその検討結果を記す。

2 ゚魚 類

魚類は18種が検出されている。それに不明種を加えて検出部位の数景を，貝層などからの発

掘資料と，ブロック・サンプリング資料とに分けて記すと，第 3・4表のとおりである。

そのなかで多いのは，サメ目。マイワシ。カタクチイワシ。マアジ・ベ

ある。

サメ目には椎径2-4cmの1群（図阪 2-1。2) と，数mmの小型の 1群（図版 1-11) と

・マサノ［などで

がみられる。前者は貝層などからの発掘資料，後者はプロック・サンプリング資料にのみみら

れる。前者には不明種メ乃 1群（同 1)が多く， 1点のみネズミザメ科（同 2)がある。すでに

報告されているサメの歯の垂飾は，このネズミザメ予斗の l種であるアすザメの右上顎の歯に穿

孔されたものである。卜型の種類は沿岸性のものとみられるが，大型のネズミザメ科などは

こ〉

ニシ

されたものであろう。

fワシやカタタチイワシ（図版 l-12-20)は， おいてもっとも

-l --一



高 る。プロック・サンプリング資料では54--93%を示し，特に脊椎骨の絶対数の多

70%を下らないはどである（第 5表）。これらは近梅の上層をi聾泳する種類である。

,,・ アジも同様に近悔を遊泳す令種類であるが，根つぎの習性もある。なおマアジに特徴的な

も検出されている（第 6 表，図肋 1~22, 23)。

ベ予科には多くの種が含まれるが，主に沿岸海域に棲む種類である（同26, 図限 2~10) 。

マサバも沿岸海域に

サメ目

り，根つきの習性も強い（図版 1-27-29)。

を除き，沿岸海域において捕獲で彦る小型魚類、という

ある。

貝類から環境復元を行った山本愛三氏は，当時の河川

は大きく広がった内湾が展開し，その外側

より多くはなく，

し

レ
J して＼ヽる（山本1984)。貝類は，内湾性二枚貝のマガ奇。す沢シジミ，

った

のイシ

ダタミ食オオコンダカガンガラ e ズガイなどが多い。

この山本氏によろ水絨環境とマイ l7シなどの魚類粗とはよく対応して｀おり，これらの魚類を

内湾において，網漁などで捕獲［たことが推定される。そして外洋より大型サメ類。ソウダカ‘‘

ツオ類（図版2,-11)。カジ沢類（同：l2) , マグロ類（同13)などが侵入したか，

わ；｝したことも推定される。 1点のみ出土している単式釣針は，後者との関連において注目され

ス3
。
る1

9

-

ヽ
ず
八、ま は， なヵったとも記して

，
 

ゞL,
＇9 1
 
ヌoJしヽ

と同中葉との間に大ぎ

認められない（第 5表）。

なおアカウニとベランウ、二の殻片。棘 ⇒ 中生骨。上生骨・顎骨な きれている（第 7

図版 l-3--10)。 貝紋とともに，ウニ類も採集さ白ていたことを示している。

3'哺訊類

哺乳類には， 5種と 2種と ま九ている（第 2表）。

旱ーベ.'・・
宇，氾 7 二・-、,'"',z,

版 :3--1-3)。

涸い

第 8 ら 9表に示すように

をよく示しているといえよう（図

クマとイ支（

く，イ戸

まだそ汎ら

-4--10) 

イJシ>(図版4)とシカ（同 5), 小型動物のクマ奇 e アナ

る。いずれ~も縄文時代の重妻な食料i原であ")7しばかりでな

った。

としても ぉtヽ てもそれら

出土して I.ヽ ることは，すでに報告きれているとおり go 
土戸o d, ,_ 

ても 2 み~ られだ。それらにつしヽては おし3て記-J.-・0
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出部位と数量はう第10-16表に示すとおり る。それら

16表）でみてみると，ンカがもっとも多く 52%を占めている。これに次ぐのはf/シシ

占，を らしir" 
こ で全体の 9割を占めているのである。

以上の他に合カエル類の脊椎骨 1

る。

これら と？ ドングリ

ヘビ類の脊椎骨 2

を出現頻度（第

および鳥骨少量が検出されてい

どの植物質貪料とによって，

されていたものと考えられる。

4リ骨角器

器は本報告書において

らに

第1

または切痕のみられるのみのものも含ま且ている。しかしそ

られるのて，再検討を行った。その結果は新発見資料をも含めて，

器 2点と，加工痰または切痕のみられるも <l)4点であるウ

に留める。

骨角器の 2点はいずれもへら状製品である。

(C区RN層，後期前葉）中に混じっていたものである。シカ

り,J
 

て刃郭を作り出している。ま

。
さ厚C

,
 m
 
c
 
4
 
ー斗'
6

9

、

,
9
~

醤gllI 

り

されており，•そ

善さにしていると される 0

る（第 1図し図版 1-l)。

5' おわりに

長崎県を とする四北九朴I

とが近年しだ.し}に明らかになりつつある（

づ〈ものであり，

のであり，こ訊ら

ついても報告されている。それ

,6cm丙

第2資料は，資料番号20(E区表土，攪乱層）中に混じって 1ヽ たものである。ンカの中足骨

あるいは匝骨の体部を裂いて切断し，上下両面より磨いて刃部を作り出している。刃

分も欠損している C 残存長8.. lcm, 輻2.0cm, 厚さ0,6cmである（同 29 i司2)。

朝鮮半島南海岸と

。しかしそ礼ら

おわりに当り，

賜った

いである。

を与えて下さった諫早市教育委員

は訊認もみ

とおりである。

ついて

りも切断してお

.3cm, 厚各2。3cmで‘，刃

な関條にあったこ

もと

を

． 田

り，` _j3 
えを 又

〗
゜
i

令

"" "" ,J 
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第 1表資料一覧表

遺 物 名

類 資 地
料 獣

別番区 ［ 位 II ; 頁 骨鱗
_ICC! Ff 

、早自

I層 0

゜M層 O' 

表土 〇

゜lI層―’ 0 

゜田層 0 

゜6 B 区 N層

゜ ゜7 B 区 v層

゜ ゜゚8 B 区 VI層

゜ ゜， c区 表土

゜ ゜10 c区 II層

゜11 c区 III層

゜ I I 00  0 ゜゚ ゜゜ I゚□ I 
I゚ ゚゚
IC 
゜゚
゜゚
゜゚
゜'O lo 
゜゚
。
゜゜゚

。
゜゜゚゚゚゚゚

゜゚() ゜゚ ゜゜゚ ゜゜゚
¥_r; , 

゜゜゚゚ ゜
-- 6 -



2表動物遠体種名一覧表

棘皮動物門 ECHINODERMATA 

海謄類 ECHINODEA 

1 . ラッノ‘？ウニ科アカウニ

2. ナガウニ科ムラサ:lrウニ
脊枇動物門 VERTEBRATA 

魚類 PISCES

軟骨魚綱 CHONDRICHTHYES 

1 . ネズミザメ科

2. サメ目

硬骨魚綱 OSTEICHTHYES 

1 . ニシ イワシ

2 。ニシン科•カタクチイワシ

3. ボラ科ポラ

4。スズ、特科スズキ

5。アジ科マアジ

6。イサ共科イサ沢

7。タイ科マダイ

8。夕＇（科クロダイ

9. ベラ科

10。メカジキ亜目の 1種

lLサバ科マサ，；ゞ

12。ソウダガツオ属の 1種

13. マグロ属の 1種

14. フサカサゴ科メバル

15. カワハギ科カワハギ‘

16. フグ科の 1種

両生類 AMPHIBl● 八

爬虫類 LEPTILIA 

鳥頻 AVES

哺乳類 MAMMALIA 

目 CETACEA

l。クジラ類

2. イJI,、力類

食肉目 CARN I VORA 

］。,(ヌ科ニホンイヌ

2. イヌ科夕団奇

3_ イタチ科アナグマ

偶蹄目 ARTIODACTYLA 

Pseudocentrotus de力ressusA,AGAss1z 

バnlhacidaris

La軍 na

A.A GASS!Z 

HuBes et FoLLETT 

Pleurotremata sp. 

melanoslicta TEMMINCK et ScHLEGEL 
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種
名
部
位

後
期
前
葉

後
期
中
葉

撹
乱

層

総
計

11
 
12
 
13
 
18
 
16
 
17
 
1
 
3
 
4
 
7
 
8
 
，
 20 
21
 
22
 
23
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1
 
1
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1
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6表魚鱗数量表

後 期 則.. 莱・" 乱 層

総計
26 I 27 

ア ：」： ?18 ーt4±fロ不 明 I -; 

7表

I I 
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第8表 クジラ類数量表

16 2 -~ 

I 1 1 1 2 

I I _ I ーニ＿

第9表 イルカ類数量表

部位
'- I 
]2 

ー期-;-;--前r菜ニ-I□後期中茫口1登乱府
I 17 

肩甲骨 ir I 1 I 

>脊 骨 I 1 I 2 I 1 I l I 1 I 1 I 

- 12 -



第10表 イノシシ部位別数量表

~ 
後期前葉 後期中葉 撹 乱 層

総計
10 11 12 13 18 16 17 1 3 5 7 8 ， 15 20 21 33 

頭頂骨＋後頭骨 1 1 

.e 1 1 
上顎骨

r 1 1 

上顎遊離歯 1 1 1 3 

R, 1 2 3 
下顎骨

4 1 3 1 1 10 r 

下顎遊離歯 3 2 1 2 2 3 1 1 15 

R 1 1 2 
上腕骨

1 1 2 r 

.e 1 1 2 
椀 瓦月

1 1 2 r 

£ 1 1 2 
尺 尽円

1 1 2 r 

.e 1 1 
第 3中手骨

1 1 r 

第 4中手骨 .e 1 1 

第 5中手骨 r 1 1 2 

,(!, 1 1 1 3 
寛 尽同

1 1 r 

大腿骨 £, 1 1 

罷 尼目 R, 1 1 

排 瓦目 r 1 1 

.e 1 1 1 1 4 
距 厄自

1 1 3 r 1 

踵 序円 £ 2 1 1 4 

第 2中足骨 R, 1 1 2 

基 節 ,IE, 円 1 2 3 

中 節 序目 1 1 

末 節 早同 1 1 

環 椎 1 1 

軸 椎 1 1 2 

頸 椎 1 1 

腰 椎 1 1 

仙 厄目 1 1 

- 13 -



表l1表 イノシシ上顎骨。下顎骨および遊離歯一覧表

（歯式中 Iは門歯， Cは大歯， Pは小臼歯， Mは大臼歯を示す．
またカッコを付しだものは歯か脱落して＼ヽることを示し，～は

その範因を示す.),は末胴出を示す。第13。15。16表も同じ.)

ロー ー ：、~rM,M,M,凡ロ
後期中` 丁―□し
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3
 

（旦-C) 

J1 
養
」
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4
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~
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lv'l,, 鳩 M1P4且

X M2 l¥伍
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ぬ M2 ふ 1~E(冦）
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遊
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f-----」-----」戸
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1h'-

□ e ―-1 
C Is I;; し IIi 12 13 C月号．扇且 M,凶 Ms
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l I l 
2 (l含， 1名）

Ms 

小
〇

C
,
]
 
ー ー

8
 

ヽ
~
ー
・
一

ー

下顎後期中葉

遊離歯
し t

1
 
ー
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1 I 1合
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I 1含I 
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第12表 シカ部位別数量表

15~ 



第13表 シカ上顎骨。下顎骨および遊離歯一覧表

r ,e 

M3鳩 M1凡 E Fl. C 13 12 I1 I L Iz ls C P, Pz 凡 M1糾 Ms
i 

M1 

M叶↓

下顎骨＇I後期前葉 12 .tvb(M2l 

17 1 
I 
I 1 

"＝ヮC'マ目, 後湖中葉 ! 

遊離歯
31 - 1 I I 1 -

舌□夏」 7 
I l I 

. 

第14表小勤物部位別数量表

期前葉 役期詞葉

_l l l 

I 1 

I環，上 1 

I下顎犬 1 1 

;1撓 1 tf3 2 
グ ~ 1 
マ尺

~16~ 



第15表 小勤物下顎骨一覧表（第11表註参照 e は乳菌を示す）

名［.ニ••• 
l 

種 資料番号 左右 部 位

イ ヌ 乱層 8 M,) 

--

後期中菓 17 

r (P4 C) 

---

第16表 陸棲哺乳類造体の検出頻度

アナ

I-

イノ

＂ 

シ 力 108 51.67 

: ― 

計 209 99。99

- 17 --
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図版 1 骨角器および動物遠体 1 (縮尺， 1・2 : 3分の 2, 3・--30 : 5 

1。2: ヘら状骨製品， 3 : アカウニ殻板， 4 : 同棘， 5 : バフンウニ殻板， G : 同棘， 7 : 

ウニ類上生骨 1, 8 : 同中生骨， 9 : 同顎骨 r'rn: 同歯，；1・．サメ目脊椎骨， 12: マイワシ

主上顎骨 1, 13 : 同歯骨 i、, 14 : 同関節骨 r, 15 : 同主鯰蓋骨 r'rn: 同第 1脊椎骨， H:同

第2脊椎骨， !ii: カタクチイワシ脊椎骨， 19: ニシン科脊椎骨， 2!1: 同尾部棒状骨 21 : スズ

奇前上顎骨 1,22 : マアジ歯骨 1, 23 : 同脊椎骨， 24・．アジ科楯鱗， 25: イサ共脊椎骨， ~6 : 

ベラ科脊椎骨， 27: マサバ前上顎骨 1,28 : 同歯骨 r, 29 : 同脊桃骨， 30: メバル歯骨 r。



2
 

6
 

10 

11 

7
 

12 

8
 

図板 2 動物遺1本2 (縮尺， 10:5倍，他は実大）

1 : サメ目脊椎骨， 2 : ネズミザメ科脊椎骨， 3 : ボラ主嵐恩蓋骨 l' 且：スズ共主鰐蓋骨 1'

5 : マダイ前上顎骨 1, 6 : 同歯骨 1, 7 : クロダイ前上顎骨 1, S 。・ 同歯骨 l, 9。゚ タイ科

脊椎骨， rn: ベラ科前上顎骨 1, 11 : メカジ共亜目脊椎骨， 12: ソウダガ‘ツオ属脊椎骨， 13: 

マグロ属脊椎骨



4
 

5
 

3
 

，
 

6
 

rn 

図版 3 動物遺体 3 (縮尺， 3分の 2)

1 : イルカ類肩押骨 r, 2 : 同脊椎骨， 3 : クジラ類脊椎骨， II : イヌ下顎骨 1, 5 : 同上腕

骨 1, 6 : 同胚骨 r, 7 : 同踵骨 rう 8 : タヌ共下顎骨 r, 9 : アナグマ下顎大歯 1, 10 : 同

尺骨 1。



＼
 

8
 

，
 

図版4 動物遺体4 (縮尺， 3分の 2) イノシシ

1 : 頭頂骨＋後頭骨， 2• 3 : 下顎骨， 4 : 上腕骨 1, 5 : 尺骨 r, 6 : 第4中手骨 1, 7 

寛骨 1, 8 : 距骨 1, 9 : 第 2中足骨 1, 1 D : 基節骨， 11: 環椎， 12: 腰椎．



1'I 

2
 

8
 

且

図版 5 動物遣体 5 (縮尺， 3分の 2) シカ
I : 下顎骨， 2 : 角， :J : 肩押骨 l, 4 : 上腕骨 l, 5 : 撓骨 l, 6 : 尺骨 1, 7 : 腔骨 1'
8 : 距骨 r, 9 : 踵骨 r, 10 : 中足骨 r, 11 : 基節骨， 12: 頚椎， 13: 塵椎， 14: 仙骨．



図版 6 骨角牙器。貝輪 番号は第 2図に一致――-

（諫文報第 5集より転載）
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